
? ??Journ,a_l



eご挨拶

e研究動向紹介
Current Research
Topics at ATR

e研究所だよ  り

e Letter from Alumni
e ト ピ ッ ク ス
What's new with ATR

e SHIEN日記
e成果展開
Fruits of ATR's
Research

e所員往来
Changes in The Staff

A T R ジ ャーナルの誌面刷新にあたって

アー ト & テ ク ノ ロ ジ 一 研究
一感情、無意識、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の

イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ な 可 視 化一

Art&Techno iogy Research
一 Interactive Visualization of  Emotion,,

Subconsciousness,Communicat ion-

独話の青声翻訳システムを目指して
一講演同時通訳デ一夕の作成と分析一

Toward the Realization of Speech Translation System for Mono1ogue
-Bu i ld ing  and analyzing of simultaneous IIanslation colpus of lectures 一

量子ヵオス ー ミ ク ロ なデバ イ ス に現れ る カオ スの効果一
Quantum Chaos

-Man i f es ta t ion  of  Chaos in Microscopic Devices -
人工生命システムは様々な機能を進化させうるか ?

Can an  Arti f ic ia lLi fe System Evolve a Variety o f  Functions?

エイ ・ テ ィ ・ アー ル知能映像通信研究所

エイ ・ テ ィ ・ アール音声言語通信研究所

エイ ・ テ ィ ・ アール環境適応通信研究所

国際電気通信基礎技術研究所 先端情報科学研究部

お も し ろ い も の

A T R科学技術セミナーの開催状況

音声コンテンツ提供サー ビスの 1年

研究員たちに支えられる生活支接

受賞等

平 成 1 3 年 1 月 ̃ 3 月

eテ ク=力ルレポー ト
List of TechnicalReports

e外部発表状況
List of Publication

〇おしらせ  ATR研究体制の変更にっい て

〇イぺント力レンダー

〇編集後記
Editor's Notes

f 東田  正信

2 土佐  尚子

紀

輝

秀
英

岡

中

柏

田
4

6 原山 車久

8 鈴木 秀明

f 0

l f

12

13

1 4 田野  哲

j5

f 6

18

l 9

2 0

2 2

2 3

3

4

4

2

2

2



eご挨拶

ATRジャーナルの誌面刷新にあたって

編集長 . 東田 正信

A T R ジ ャ ーナルはAT Rが 1 9 8 6年に設立されて一年後の 8 7年 4月に創刊されま  した。 当初は、  R & D各社

の株主に対するAT Rの研究状況にっいての情報提供と、  AT Rに集う研究者間の情報交換の場を主要な日的
と し て い た と 聞 い てい ます 。  その後 9 4年春の第 1 5号からそれまでのB 5判から A 4判に改訂され、  こ れ ま で

に 4 2 号を数えるまでにな り ま した 。

この 1 5年の歳月の間にはAT Rを経験した後に他の研究機関に職を得て移られた方々、  出向元の会社に戻
_ よ 'i1、 _ _

られた方も増え 、 これらの方々がA T Rの最新の研究内容を知る縁とし (_ も 利 用 さ れ る よ う に な っ ( 、います。
皆様のおかげで今では3 , 0 0 0部の発行部数を数えるまでになり、  広く読者の方々に親しんでいただぃており

ます。

A T R設立に当たっては、  研究資金提供の方法として出資制度を採用したために、  いただぃた出資金を資

本として研究活動を本来の業務とする株式会社を興し 、  資本金で研究活動を展開し、  その結果を各種研究

成 果 ( 特 許 、 テ ク ニ カ ル レ ポー ト 、 ハー ド / ソ フ ト ゥ ェ ア プ ロ ダ ク ト 等 ) の 資 産 に 変 え 、  これらの資産を

外部に販売、  使用許諾する等の方法で現金収入を得て、  ご出資いただいた国や民間企業各社様に配当する

こ と で 研 究会社 と し て の 存続 を 図 る と ぃ う シ ナ リ オ に な っ て い ま し た 。  しかしながら 、十有余年の歳月を

経過したのちに振 り返つてみますと、すばらしぃ数々の研究成果を i 11置出し、世界にも名を馳せるセン夕一

オブエクセレンス  (coE ) が で き た こ と は 事実ですが 、 残念 なが ら ご 出資い ただい た資本金に見合 う だ け
の成果販売収入が得 られ る見込みが極めて小 さ ぃ こ と も 明 らかにな り 、  引き続き出資制度に基づく研究資

金の提供を受け、株式会社として R & D を連営するこ とが因難な情勢になってきました 。

こ の よ う な 状 況 を ふ ま え て 、  関係各方面で今後の方向を検討していただぃた結果、  出資制度に基づく研

究体制の見直しを行い、  現行の R & D 会社を終息する と と も に 、  今までの研究活動を終了させ、  現在まで成

果管理会社 と し て運営 されて きた会社 も併せて清 算 す る こ と に な り ま した。 A T R と しての研究活動そのも

のはAT R-I で 引 き続き継続できる こ とにな り 、 その研究費は資本金と してではな く 、国からの研究委託費を
獲得する と ぃ う 形で確保する こ とにな り ます 。新制度は 、予算 、関連法案がすべて成立したのち実施に移

され ますが 、  実際に研究活動が開始されるのは、  公募、 選定等の諸手続を終えた年度後半からになると予

想されます。

こ のため 、新研究制度が発足する本年度の最初の発刊 とな る本号か ら 、誌面を一新する こ と と いた し ま

し た 。雑誌の名称は親し まれてい る名前をそのま ま使 う こ と と し ますが 、表紙のデザイ ン を通年で使用で

き る よ う に し ま し た 。 内容に関 し て も 、 A T R で の研究状況がで き る 限 り ゎ か り ゃ す く 読者に伝え ら れ る よ

う に 、  各R & D活動紹介のスペー ス を設け 、  併せて外国からの客員研究員等を支援している  「SHIEN」 の こ
ぼれ話などを も掲 i 成す る こ と と ぃ た し ます 。  一方で、  誌面の都合等でこれまで親しんでいただいた記事で

割愛 し た も の も あ り ま す 。  ま た 、 記 録的 な内容はで き る 限 り ホー ム ペー ジ の 方 で ご 覧 い た だ く ょ う に し 、

読み物の内容を充実させる こ とに心がけま した 。  この結果、  これまでの情報提供的な側面に加えて、  ATR

のすば ら し さ が伝え られ る よ う な広報的な側面 も強 く打ち出せ る よ う に し たい と思い ます 。

読者の皆様には、  刷新 された本誌を楽 し んでいただ き たい と 思い ます 。  また、  お気づきの点は是非編集

局 ま で お 知 ら せ く だ さ い。 誌面の充実に生かせるご意見は是非反映させていただく予定です。  今後 と も 本

誌をご愛読いただけますよ う ぉ願いいたします 。
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アー ト &テク ノ口ジ一研究

一感情、無意識、 コ ミュニケーシ lE ンのインタラクティプな可視化一

Art&Technology Research

lnteractive Vlsualization of Emotion,Subconsciousness,Communicatlon-

人間の感情の探究や感性や意識の拡張の技術研究を、 基術の創造性を取り入れたァプ

ローチ に よ り 行 つ て き た 。  具体例 と し て 、  感情や言葉を通して会話や電子メ ール上で
コミュニケ ー シ ョンの仲介をする 「二 ユ ーロぺイビ ー 」、人間と言等を作る 「コンピュ ー
タ請人」、 ユーザーの感情が反映する 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ シ ア ター」、 コミュニケーシ
差 ンの隠された気持ちを表現する 「無意識の流れ」 を紹介する。

l h a v e  been carrying out techno1ogicalresearch that exp1ores human emotions and the
expansion of human senslb111tles and consciousness by maklng innovative use of
artlstlc creatlvlty . As examples of thls researoh,1descrlbe Neuro-Baby that emot1ona11y
communicate with people through volce and text in conversat1o l-l or e-mal1. Also, lw i11
describe the computer poet that can make a poem with people,1nteractlve Theaterthat
can reflect people's emotion, and Unconscious F1ow that can express people's hidden
emotion .

1. はじめに

人間の感覚や感性の技術研究 とい う と ら え方を

す る と 、 現 在 で は バーチ ャ ル リ ァ リ テ ィ や 、 他 の

コ ン ピ ュ 一 夕 テ ク ノ ロ ジーが発達 し て 、  い ろ い ろ

なハー ド ゥ ェ ア や ソ フ ト ゥ :,: ア の 研 究 が出現 し て
き てはい ます 。  し か し そ れ ら は 、  人間が日常生活

で営んでい る五感の .li11現 を llっ て い る も の が 多 い
のですが、  我々が日常的に感じているn藤の方が
リ ァ リ テ ィ ーが あ り 、  テ ク ノ ロ ジーが再現する感

覚では満是で きず感性 を く す ぐ ら な い の が現状で

す。 ゲー ム に よ る 対 語 型 エ ン 夕 一 テ ィ メ ン ト の ア

プロ ーチ も あ り ま す が 、  まだ人間の情感を引き出

す と ぃ っ た と こ ろ ま で 至つ て お ら ず 、 消 費 さ れ る

娯楽 と な っ て い ま す 。  こ れ ら を 解 決 し 、 情 感 、  し

いては感動を引き出すためには 、  ア ー テ ィ ス テ ィ

ッ ク な ァ プ ロ ーチ を工学に取 り 入 れ る こ と が 考 え

られます。

2, アーテ ィ ス テ ィ ッ ク な ァ プ ローチの重要性

本研究は、  芸術の創造性を活用した人間の感情

の探究や感性や意識の拡張の技術研究 とい う こ と

がで き ま す 。 探究の方法は 、 工学におけ る 、 客観

的定最化の方法 とは異な り 、 個人の感 じ る主観に

基づいて判断がなされます 。感じ方の切 り口の深

さ 、 新 し ぃ着目点や価値観の発想 、時代性を反映

する作品で評価 され ます 。 その考え方を取 り入れ

る こ と に よ り 、 新 た な 感 性 イ ン タ フ ェ ー スや 、  メ

デ ィ ア 、  コ ン テ ン ツ を発想で き ます 。 現在はアナ

ロ グ か ら デ ジ 夕 ルへ情報の数値化が進んでお り 、
感性にっい て も そ れ を数値化す る シ ス テ ム を 考 え

る時代に実入しています。

3 .  = ユーロぺイビープ口 ジ ェ ク ト
この忙しぃ情報化社会の中で、  人間ほど気をっ

か わ な く て 良 く て 、 ぺ ッ ト ほ ど 面 倒 を 見 な く て 良

い 、  ある程度自分自身で判断できる何かを 、  ふ と

求 め た こ と は な ぃ で し ょ う か 。 ニ ュ ー ロ べ イ ビー
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(株)  ATR知能映像通信研究所

( 図 1 )  は 、  11已

の分身の よ う で あ

り l l 分 に 最- も近い
他者が コ ン セプ ト

です。 = ユー ロべ
イ ビ ー : ミ ソ ク
は、  人間 と 同 じ よ

う に 、  , 1 業の意 nu、

アー ト & テ ク ノ ロジー

プロジェクト

土佐 尚子

図 1  二 ユ ーロぺイビー

を 111 111k し な が ら 、  同 じに,- 1業に含まれる1?・11 l」を 認
111能し、 1又応 す る こ と が で き ま す 。  ま た、 青1'1だ け

で な く 、 電 」 ' メ ー ルにおける感 ,li 」 111,1,1訳 ( 個人差の

ある1置?i1'J表 J見を 、,、1、り手に的 1111 に伝え る )  校能もあ

ります。

4 .  イ ン タ ラ ク テ ィ フ ボ 工 ム

我々の古来の文

化である連歌形式

で 、  コンピュ一夕

詩人と人間が即興

詩を作 る  「 イ ン 夕
ラ ク テ ィ ブ ポェム」
( 図 2 )  は 、  詩 を

享受するだけでは

な く 、 能 動 的 に 人

図 2  イ ン タ ラ ク テ ィ  ブポエム

間がコンピュー 夕 と 創 作 す る こ と に よ り 没 入 感 と 、

'111111が コ ン ピ ュ 一 夕 と 創 作 す る か と い う 個 性 の 違 い
を実現し ま し た 。 ギ リ シ ャ神話の青楽の女神 「 ミ
ュ ー ズ」 は、  ま る で 一 結 に 歌 う ょ う に ユーザーに
対 し て 、  短い詩的な言葉を感情を込めて語 りかけ

ます。  そ れ を 「11l11い て ユーザーは詩の世界に入 り 、
詩的 な 言葉 を ミ ュ ー ズに語 り返 し ます 。  この詩的

な 言 業 を や り と り す る 対 話 プ ロ セ ス を 通 じ て 、 感

性 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 、 ユーザー と コ ン ピ ュ 一

夕が一結に創り上げます。



5.  感情で物語 り が生成 され る イ ン タ ラ ク テ ィ ブ シ

ア ター ( 図 3 )

さ ら に 深 い感情移入生成 を実現す る た め ド ラ マ

図 3  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ シ ア ター

の導入を試み ま

し た 。 人 が 小説

を 読 み 、  映画を

観 る 時 、  そ れ ら

の 対 象 に 深 く 感

情 移 入 す る こ と

は周知の事実で

す 。  し か し 、

我 々 が ど ん な に

感情移入し ょ う  と 、  現実と非現実の璧- を越えてそ
の世界に直接階み込むことはできません。本研究

で は イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 導 入 に よ り 、  こ の 壁 を や

ぶ り映画の世界に入 る没入感 と 、  その場の要室囲気

を 堪 能 し た り 、 感 情 キ ャ ラ ク タ ー と 話 し て み た り 、

話す内容によ って 、  ド ラ マ が 変 つ て し ま う よ う な

ことが可能なシステムを文月1R性 と創造性をベー ス

に実現しま した 。 複数のユーザーが 、  モー シ ョ ン

キ ャ プ チ ャ ー 、 感情認識 、音声認識技術を使つて

映像の世界観に没入 し ます 。 ユーザー は 「 ロ メ

オ & ジ ュ リェ ッ ト 」 を主観的に演じ、時空間を超え
て 、共感 、感動を体験する と ぃ う 事 を目的 と し てい

ます。

6 .無意識の流れ

こ の作品では 、人

間の無意識/共感情

報を視覚化する こ と

を目的にシステムを

研究 し ま し た 。 2 人

の人間が対面した時

に表に現れ て こ な い  図 4  無意識の流れ

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

の共鳴度をコンピ ュ一夕で分析 、表現します 。水

面 を 泳 い で い る cG の人魚は 2人の分身 とな り 、  リ
ラ ッ ク ス 一緊張度 (無意識情報 )  を心拍情報から、

興味度 (意識情報)  を身体距離から導かれた イ ン

夕 ラ ク テ ィ ブ 共 鳴 度 モ デ ル に よ り 表 現 し ま す 。 例

えば、  人間はお互いにす ま し て い て も 、  人魚は水

の中でl1宣l嚀をしたりするわけです。

7. 評価

本研究の成果の -つは感情 を介 し た 人間 ・ コン
ピ ュ一夕間のイ ン タ フ ェー スの実現です。

まず、  人間の感情を認識し、  それに反応するコ

ンピュ一 夕 キ ャ ラ ク 夕 一  「ニュー ロ べ イ ビー : ミ ッ

ク」 を構築しました 。  こ れ は 感 情 イ ン タ フ ェ ー ス
の実現例としては最初のものです。  また、  「= ユー
ロ べ イ ビー : ミ ッ ク 」 は国内外の数々の技術展示
会 ・ アー トの展覧会に展示 ・ 招待展示され 、実際

に体験した見学者から高い評価を得ま した 。  こ れ

らの結果から感情イ  ン 夕 フ ェ ー スが文化を間わず

極 め て 有 効 な も の で あ る と い う 評 価 を す る こ と が

できます。

次に本研究で実現 した こ と は 、  感情移入の実現

です。従来の人間とコンピュ ー タ の イ ン 夕 フ ェ ー

スでは 「効率」 が評価基準でした。  し か し な が ら
人間同士のコ ミ ュニケ ー シ ョ ンでは効率が基準で

は な ぃ よ う に 、 感 情 イ ン 夕 フ ェ ー ス に よ り 、  人間

が イ ン タ ラ ク シ ョ ン に い か に 夢 中 に な り 没 入 、 感

動できるかが適切な評価基準といえます。

人間と詩を連歌的に創作し うるシステム 「イ ン 夕
ラ ク テ ィ ブ ポェム」 は、国内外の数多くのアー ト 展
示 ・ 技術展示に出展し、体験していただぃた多くの

人々から 「コンピュ一夕詩人ミュー ズとの詩の掛け

合いに没入した」 との感想をぃただくなど 、国内外
の人々に深い感銘を与え る こ と が で き ま し た 。  こ

れらの事実から 、  ノ ン バーバル イ ン 夕 フ ェー ス 、 バ

ーバ ル イ ン 夕 フ ェ ー スの融合が文化を越えて深い

感情移入を実現できるこ とを実証しました。

「イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ シ ア 夕 一」 は、  国際べル リ
ン映画祭を始め、 ヨー ロッパ最大のCG国際会議で

あ る Ima g i n a 2000等、数々の招待出展を受け、 人々

の評価を仰ぎ ま し たが 、  い ま ま で に な か っ た ド ラ

マ的な感情移入体験が実現できました。

「無意識の流れ」 は、S I GGRA PH '9 9 アー ト シ ョ
ウに選ばれ展示を行いま した 。  また世界最大のア

一 ト & テ ク ノ ロ ジ 一国際会議 A r s  Electronica2000で

は 賞 を い た だ き 、 米 国 、  ヨ ー ロ ツ パ 、  ア ジ ア か ら

招待を受け 、無意識情報の可視化 とい う 新 し ぃ コ

ミ ュ ニ ケー ション様式が評イll11されました 。
8. お わ り に

感情情報は 「主観性、  多義性、 あ ぃ ま ぃ 性 、 状
況依存性」 と ぃった属性を持つ情報です。  また感
情には無意識の情報も含まれているので 、  なぜそ

の感情が生成されるのか とい う感情発生要因の研

究も必要です。  以上の理由から感情情報は記号で

はな く 、 個性的 、 異文化問の幅を解釈す る尺度 を

選べるよ うにすべきです。

直観する時に起こ る主要な感情の一つが、  美的

満足感です。美こそ真理であり 、真理こそ美です。

こ の よ う に 美 と 調 和 の 感 覚 が 、 芸 術 ・ 科学に活気

を も た ら し て く れ ま す 。 感 性 を コ ン ピ ュ 一 夕 で分

析 す る こ と 以 上 に こ れ ら の 感 性 を い か に ま と め 上

げ る か と い う こ と が 、  個性の創出にっながります。

現代は 、芸術の方法論をコンピ ュ ー タ を 通 し て 工

学化する こ と が可能です 。  この技術は、  人 に イ メ

ー ジ を 伝 達 す る た め の 豊 か な メ デ ィ ア と し て 人 類

に貢献す る こ と が で き ま す 。 そ れは社会シ ス テ ム

の 構 造 を 変 え る ほ ど の イ ン パ ク ト を 持 ち 、 現 代 社

会における秩序や情報の連鎖、  関係性を変える も

の に な る で し ょ う 。

〔詳細はhttp://www .mic.atr.colp/̃t o s a /をご覧下さぃ〕
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観究重基f向總介

独話の音声翻訳システムを目指して

一講演同時通訳デー タの作成と分析一
Toward the Realization of Speech  Translation System for

Monologue

Building and  analyzlng of simultaneous translation corpus of lectures-
音芦翻訳システムの研究では、  対話が主に考え られて き ま  したが 、  = ユ ー スや
講演などの独話への聽要も見逃せません。 そ こ で 、  講演を対象として同時通訳

者による同時通訳デー タ を作成 し 、講演 ・ 同時通訳の特徴を調べ 、 独 話 の 音 声

翻訳システム構藥の基礎的な検討を進めてぃます。

The most of studles on speech translation system have aimed at dialogue so far .
However,the demand for translation of mono1ogue,such as broadcast news or
1ectures,1s rapldly growing . W e  co1lected slmultaneous translatlon data of
1ectures by human translators and investigated the characteristics of mono1ogue
and slmultaneous translat1on by analyzing the corpus for developing a speech
translat1on system for monologue.

1 .  はじめに

衛星放送やケーブルテレビのサー ビスが広がり 、

海外のニュー ス番組が身近なものになっています。

このような状況で青声-翻 ;1訳の利用分野を見直すと、

ニ ュ ー スや講演などの独話の青声細訳に対する需

要も見逃せません。

現在の音声細訳の技術は、  主に対語を対象と  し

て研究 されてい ます 。  対話の音声細訳では、  細訳

の対象 と な る 一文が比較的短 く 、 発 話 毎 に 人 が 解

釈 し て い く た め 、 一文毎の細訳で文と文のっな が

り が多少おか し く な っ て も対話を続け 、  目的を達

成す る こ と が で き ま す 。  こ れ に 対 し て 、 上 記 の独

話では、  一文が比較的長いため現状の細訳システ

ムで正 し く 細訳する こ と は困英111です。  ま た 、 途 中

で 開 き 返 し た り す る こ と が で き な ぃ の で 、 文 と 文

のっなが り を考慮しなければ理解できない細訳に

なるおそれがあります。

そ こ で 、  独話の青声翻訳システムを構築するた

めの第一歩 と し て 、  同時通訳者の翻訳を調べ、  そ

こか ら得られる知見を活かした処理技術の検討を

行つています 。  実際には 、  同時通訳者が日本語の

講演を英語へ同時通訳 し たデ一夕を作成 し 、 語彙

数、訳出文の長さなどの基礎的な調査と 、  同時通

訳 者 が 翻 訳 を 始 め る 夕 イ ミ ン グ を 調 べ て い ま す 。

こ のデ一夕か ら同時通訳者がどの よ う な単位で訳

出を決めてい る か を分析 し 、  日本語の独話を英語

へ音声翻訳するために必要な技術の検討を行つて

います。

2.  講演の同時通訳デー タ

現在、  N H K で放送されている番組  「あすを読む」
を収録し分析を行つています。  l 0 分間の解説番組

で、 解説者が一つの時事問題にっい て解説 し て お

り 、解説者は原稿を棒読みしているとは限りません。

独話の特徴を見るために 、  文の長さや単語数に
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表 1 .  文長、  単語数の比較

あすを読む 旅行会話

総形態素数

フ ァ イ ル 数

総文数

平:i11J形態素数/ファイル

-平均形態素数/文

異な り 語数

101 ,268

50

3,010

2.025

33.6

7,428

101,264

251

9,412

403

l 0. 7

2.807

表 2 .  解説者と同時通訳者の比較

解説者 同時通訳者

形態素/番組

文数/番組

語集/番組

2,000

60

475

1,135

70

416

つい て 、  旅行会話との比較を表 1  に示します。  ま

た 、  解説者の発話と同時通訳者の発話にっい て の

比較を表2に示します。

以上の こ と か ら 、 独 話 で は一文が長 く な り が ち

で あ る こ と が 分か り ま す 。 同時通訳者は 、  ほぼ同

じ文数で細訳していますが 、総形態素数がかな り

少 な く 、 不 要 な 部 分 は 翻訳 し て い な い と 考 え ら れ

ます。

3, 同時通訳のタ イ ミ ン グ

同時通訳者の細訳は、  元の文数とほぼ同じであ

る と ぃ う こ と が 分 か り ま し た が 、  同じ文数である

な ら 、  一文毎にその文の重要な所だけ訳している

ので し ょ う か 。 同時通訳者が 、 一呼吸お ぃてか ら

話 し 始 め る タ イ ミ ン グ にっい て 調 べ て み ま し た 。

その結果、  同時通訳者が一 呼吸おいて話 し始め る

夕 イ ミ ン グ に 、 解 説 者 が 述 部 を 発 話 し て い る 場 合



が約1/ 3、  解説者も一呼吸おいている場合も約 1 / 3

であ る こ と が分か り ま し た 。 解説者が述部を発話

し た り一呼 吸 お く の は 、 そ こ で あ る ま と ま っ た 内

容を発話し終えた印 と考え られます 。つま り同時

通訳者は 、長い一文ではな く 、解説者の述部の発

話や一呼吸お く と ぃ っ た 印 か ら 判断 で き る ま と ま

り を 単 位 と し て 翻 訳 し て い る と い え ま す 。 特 に 述

部は節の切れ目であ り 、機械によ る細訳処理対象

と して述部までの発話は、扱いやすぃといえます。

4. 同時通訳に必要な処理

これまでの分析/考察から、  同時通訳者は意味と

してま と ま った内容を持つ  “ 節 ' ' を 単 位 と し て 翻

訳 し てい る よ う で す 。 同時通訳者は 、 “ 聞 く ' ' 、 “ 細

訳 す る ” 、 “ 話 す ” の 作 業 を し て お り 、 記 憶 の 負 荷

などの制約のなかで処理しています。

音声細訳システムでは、  ど う な る の で し ょ う か 。

記憶容量では、  人に比べ圧倒的な量を持つこ とが

で き 、 音 声 認 識 ( 聞 く ) 、 言 語 翻 訳 ( 細 訳 す る ) 、

音声合成 ( 話 す )  の処理 も 分散 さ せ る こ と が で き

ます。 同時通訳者の抱えてい る制約か らかな り解

放 さ れ ま す が 、 解 説者の発話に あ ま り 遅 れ る こ と

な く 訳 出 し な け れ ば な ら な い と ぃ う 時 間 の 制約 は

抱えたままです 。当然ですが 、  内容の正確さ 、理

解 しやす さ も 重要な要因です 。 つ ま り 、  同時通訳

を実現する音声翻訳システムでは 、  次の三点が重

要になります。

A ) 追 従 性

B ) 正 確 性

c) 理 解 容易性
これ ら を考慮した音声翻訳システムの一実現法

と し て 細訳処理では 、 以下の よ う な 手順 を考 え る

こ とができます 。

1 . 節への分割処理

2. 節 の 整形

3. 節 ご と の 細 訳

4 .文の関係を考慮した整形

こ こ で 、 2 や 3 の 分 割 、 整 形 にっいて考えてみま

し ょ う 。 以 下 の よ う な 発話は構造が複雑で 、 音声

細訳システムでの正確な翻訳は非常に困難です。

“最高裁判所は今日検察側が死刑を求めて/上

告をしてお り ま した /強盜殺人事件にっい て

二審 と 同 じ よ う に 無 期 懲役 の判決 を 言 い 渡

し て お り ま す。”

そ こ で 、  単純な節の切れ目である  “/” での分割

を考え る と 、 最初の節は 、 “ 最高裁判所 ”  と “検察

側 ' ' の ど ち ら が “ 求 め て ' い る の か 分 か ら な く な

っ てい ます 。  二番目の節では 、  誰が上告したのか

分かりません。  また、  三番目の節では、 “強盗殺人

事件 ” は 二番目の節 と の関係が切れて し ま い 、 文

全体の意味を正 し く 伝 え る こ と が で き ません 。 そ

こ で 、  構文構造や節の種類、  単語の情報を利用す

る こ と で 、 以下の よ う な分割が考え られ ます 。

“検察側が死刑を求めて上告をしており  ま し

た強盗殺人事件にっいて/”

“ 最高裁判所は今日二審と同じよ うに無期懲

役の判決を言い渡しております ”

この分割では、  一番目の文が  “ 件 ”  に か か る 節

で、“themurdercase _” と い う ょ う な 訳 を 3 で 行 い 、
4 で 、  “ に っ い て ”  と ぃ う 語 句 を 利 用 し て

Conseming the murder case” のよ う な整形ができれ

ば 、追従性 、正確性 、理解容易性を保ちなが ら翻

訳できます。

5. むすび

独話の音声翻訳システムを構築するために、  同

時 通 訳 者 に よ る デー タ を収集 し分析を行つてい ま

す。 しかし 、独話の音声細訳システムに 、  こ の 分

析から得られる知見全てを取り込む必要はあ りま

せん。 4 . で も述べましたが、  人に課せられている制

約 と 音 声細訳 シ ス テ ム に 課 せ ら れ て い る 制 約 は 、

記憶容量や処理の配分に よ り 大 き く 異 な る か ら で

す。

現在 、研究対象 とな るデ一夕が徐々に集 り っ っ

ある状況です。  独話の音声翻訳システムを構築す

る に は 、 少 な く と も 以 下 の よ う な 課 題 にっい て研

究する必要があります。

o翻訳文の生成処理

生成する文の長 さ 、  文間の関係を考慮した訳

出 、 訳 出 す る 夕 イ ミ ン グ

o翻訳すべき内容の選択処理 (要約)

時間の制約や表現方法に よ り 、 細訳す る と 理

解を妨げるよ うな冗長な情報の選択

e細訳処理単位の評価

追従性、  正確性、  理解容易性を保つ適切な翻

訳処理単位  ( 今回の分析では、  節が有効な処

理単位 と考え られ る ) 、  分割によ り欠落した主

語の補完や後続する節の要素の判断

これ らの課題は 、  音声翻訳の言語処理に関する

課題です。今後は、  こ れ ら の 課 題 と と も に 、 音 声

認識、  音声合成に関す る 課題にっい て も 検 討 し 、

独話の音声翻訳システムに要求される基礎技術に

ついて研究を進めてい くっ も りです 。

ATR Journa1 43号 SPRING 2001 5



研究動向紹介

カオスが量子現象に及ぼす効果は量子カオスとよばれています。  マク ロな世界

で起 こ る カオ スが原子や分子 く ら いの ミ ク ロ な世界にどの よ う な形で現れるか

を 明 ら か に し 、  そ こで得られた知見をナ ノエレク トロニクスデバイスの設計に

応用しています。

The manifestatlons of c lass lca lchaos have become important in quantum

systems du e  to a rapid technoIogicalprogress in nanostructures and l a se r

phys i c s .We  w1llintroduce quantum chaos and d iscuss l t s  applioation for
nanoelectronics.

量子力オス

ー ミクロなデバイスに現れるカオスの効果一

Quantum Chaos

一Manifestation of Chaos in Microscopic Devices-

1 .  はじめに

2 0 世紀の人類の生活を最も使利にした ものの 1

つはェ レ ク ト ロ ニ ク ス 技 術 で あ る と い っ て よ い で

し ょ う 。 そ の 中 で も 大 規模 L S 1 は 、 パ ソ コ ン ば か

り で な く 、  ほとんどすべての電気製品を制御する

た め に 用 い ら れ て お り 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 頂 点

を極めています。  こ の LsI 技 術は新しい 2 1 世紀に
も発展を続け、  ますます我々の生活を向上させて

く れ る こ と で し ょ う 。

こ の よ う に 素 晴 ら し ぃ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 技 術 を

支えている基礎は電磁気学と半導体物理学です。

こ れ ら の 知見 を最大限に利用 し たデバ イ ス が Ls1
です 。 そ し て L S I の 動 作 を な る べ く 早 く す る た め

に 、 で き る だ け 小 さ く 作 る こ と が 追 求 さ れ て き ま

した。  と こ ろ が そ の よ う な デ バ イ ス の 微 細 化 を ど

こ ま で も 進 め て 行 く と 、  こ れ ま で111111,, り 所 と し て い
た電磁気学が これ まで通 り には当ては ま ら な く な

り ま す 。 その理由は 、原子や分子サ イ ズの ミ ク ロ

な世界を支配している物理法則が、  普通の大き さ

の世界 ( マ ク ロ な 世 界 )  を支配している物理法則

と は 異 な る か ら で す 。 そ の よ う な ミ ク ロ な 世 界 は

量子力学とよばれるもので記述されるのです。

2 .  ナ ノ エレク トロニクス

量子力学は2 0世紀の初めに発見されました。  こ

の 量 子 力 学 に 従 う よ う な ミ ク ロ な 世 界 で 起 こ る 現

象を量子現象といいます。  と こ ろ で 、  LsI の材料で
ある半導体は量子現象を応用して開発されたもの

です。 ま た レーザー も量子力学の発見があって初
めて開発で きたデバ イ スです 。  しかし 、  こ れ ら 半

導体やレ ーザー などのデバイスは確かに量子現象

を 応用 し て い る も の の 、  デバイスの動作を制御す

る 部分は それほ ど小 さ く な い の です 。 そ う ぃ う 意

味では 、  ミ ク ロ な世界で起 こ る量子現象を直接的

に 制 御 し て 利 用 し て い る と い う ょ り も 、 量 子 現 象

があ る程度マ ク ロ な世界にまで影響し少 し顔を出

す と こ ろ を 上 手 く コ ン ト ロ ー ルす る こ と で 利 用 し
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ているわけです。

一方、  最近では半導体微細加工技術が飛躍的に

進歩し ま し た 。 そのおかげで 、  こ れ ま で と は 違 つ

て量子現象のよ り ミ ク ロ な レベルでの直接的な利

用 を 探 求 で き る よ う に な っ て き ま し た 。 そ こ で 、

2 0世紀に大発展を遂げたェ レ ク ト ロ ニ ク ス を 超 微

細な量子の m: 界 に ま で拡張する こ と も 夢ではな く
な り ま し た 。  こ の よ う な ミ ク ロ な 世 界 を コ ン ト ロ

ー ル し て従来考え ら れ な か っ た よ う な 新 し い機能

を持つエ レ ク ト ロ ニ ク ス デバ イ ス を開発す る基礎

を 与 え る よ う な ナ ノ ェ レ ク ト ロ ニ ク ス と よ ば れ る

研究分野には非常に大きな期待が寄せられていま

す 。 ナ ノ と は セ ン チ 、  ミ リ な ど と 同 じ よ う な 単 位

で、  ミ リ の 1 0 0 万分の 1の大き さを表します 。その

く ら い小 さ な世界で起 こ る物理現象を制御 し利用

す るのが新 し ぃ 2 1 世 紀のエ レ ク ト ロ ニ ク ス 技術 と

なるのです。

3 .  量 子 ド ッ ト

ナ ノ ェ レ ク ト ロ ニ ク ス におけ る信号の担い手で

ある電子を 2次元の平面内のある領域だけで運動

す る よ う に で き ま す。 こ れ は ビ リ ヤー ド の よ う な
ものです。ただし、  こ の ミ ク ロ な ビ リ ヤー ドでは、

ボー ルが電子で、台が半導体です。  こ の ミ ク ロ な

ビ リ ヤー ド を 量子 ド ッ ト と い い ま す 。

量 子 ド ッ ト の デ バ イ ス 応 用 と し て 、 量 子 ド ッ ト

に電子が流れ込み再び出て行くこ とを考えるのが、

従来の電子デバイス との類推として自然です。  こ

の よ う な 量 子 ド ッ ト の 電 気伝導はナ ノ ェ レ ク ト ロ

ニクスの典型的な例です。

4. カオス

と こ ろ で量子 ド ッ ト での電子の運動にっいては 、
直観の効かない量子力学では考えにくぃので、  ま

ずは我々が普段慣れ親 しんでい る よ う な ビ リ ヤー

ド を 想 像 し て み ま し ょ う 。  こ こ で は ボールの回転

や台 と の 摩擦は考 え な く て よ い と し ま す 。  し た が

っ て 、  ボールはスピー ド を 落 と す こ と は な く 、 台



の端にぶっか るたびに跳ね返されます  ( エアー ホ

ッ ケーの方が近いかも知れません ) 。  こ の よ う な ボ

ー ル が ビ リ ヤー ド 台の壁で何度も反射する よ う な

運動を考える場合、台の形が大変重要となります。

た と え ば 、  円形の台ならば、電子は図 1 ( a ) の よ う

な軌跡を描きます 。  と こ ろ が 、 競 技 場 の よ う な 形

を している場合には図 1 ( b ) の よ う な複雑な軌跡 と

な り ます 。  このよ うに運動法則自体には確率的な

要素がな ぃ に も 関 わ ら ず 、 予測不可能な こ と が 起

こ る現象を決定論的カオス と ぃいます。

( a )  ( b )

図 1  ビ リ ヤー ドにおける事九道

5.  量子カオス

さ て 量 子 ド ッ ト で の 電子 の振 るi1111い を調べ る に

は本当は量子力学を用いて考えるべきです。  それ

では前節の よ う な 古典力学に よ る考察は ま っ た く

無 意 味 か と ぃ う と そ う で も あ り ま せ ん 。 な ぜ な ら

ば 、量子力学に よ る記述 と古典力学に よ る記述は

あ る程度対応が付 く か ら です 。  し た が っ て 、 予 測

不可能で複雑な運動であ る カオ ス も何 らかの形で

量子現象に影響を及ぼすと考えられます 。  そのよ

う なカオスの量子力学的な顕在現象を量子カオス

と ぃいます。

6 .  ナ ノ エ レ ク ト ロニクスと量子カオスの出会い

量子ヵオスの理論研究は量子ド ッ ト の作製技術

の な い 頃 か ら 始 ま っ て い ま し た 。 そ こ で は 、 実 際

に は 存 在 し な い ミ ク ロ な ビ リ ヤー ドを架空に設定

し て議論が行われま した 。 それほど 、  ミ ク ロ な ビ

リ ヤー ドは量子ヵオスの理論研究に適した舞台だ

ったのです。

と こ ろ が 、  そ の 後 、 最 先 端 テ ク ノ ロ ジーの進歩

に よ っ て 、  ミ ク ロ な ビ リ ヤー ドは物理学者の空想

の 世 界 か ら 飛 び 出 し 、 量 子 ド ッ ト と し て 具 現 化 さ

れたのです 。 そ し て 、  ミ ク ロ な ビ リ ヤー ドの量子

カオスにっいて蓄積 された理論的な成果を実験で

検証 し よ う と ぃ う 試 み が 始 ま り ま し た '''。
こ の よ う  に し て 、  理論的な研究の先行していた

量子 ヵ オ ス は 、 量 子 ド ッ ト の 電 気伝導特性へ と 応
用 さ れ る こ と に よ っ て 、 新 し ぃ ナ ノ ェ レ ク ト ロ ニ

ク ス に 大 き く 貢 献で き る よ う に な っ た の です 。

7 .  お わ り に

カ オ ス の 量 子 効 果 が 現 れ る よ う な ミ ク ロ な ビ リ

ヤー ド は 、 量 子 ド ッ ト の よ う な 電 子 デ バ イ ス だ け

でな く微小光共振器レ ー ザ ーで も実現で き ます 。

私たちは 、量子 ヵ オ ス を量子 ド ッ ト や微小光共振

器レー ザ ーに応用 し たナ ノ ェ レ ク ト ロ ニ ク ス デ バ

イスの基礎研究を行つています '2 - S '。
と こ ろ で 、  こ れ ら の デ バ イ ス は 、 成 熟 し た 現 在

の ェ レ ク ト ロ ニ ク ス 技 術 に 取つ て 代 わ る も の で は

な い と ぃ う こ と に 注 意 す る こ と は 重 要 で す 。 成 熱

した技術を用いる方が設計通 り安定に動作するデ

バ イ ス を 作 る こ と が で き る の は い う ま で も あ り ま

せん。 こ の よ う な 観 点 か ら 考 え る と 、  ナ ノ ェ レ ク

ト ロ ニ ク ス は 従 来 の エ レ ク ト ロ ニ ク ス と 相 補 的 な

も の と し て 用 い ら れ る こ と で し ょ う 。

し たが って 、  ナ ノ ェ レ ク ト ロ ニ ク ス は 、  た と え

ば、  従来のデバイスでは不可能なほど微小な場所

に ど う し て も デ バ イ ス を 用 い た い と い う ょ う な 場

合 に 必 要 と な る で し ょ う 。 そ れ は 、 バ イ オ テ ク ノ

ロ ジー と の 融 合 と い う こ と に な る か も 知 れ ま せ ん

し、  あるいは量子コンピュ一夕や分子コンピュー

タ な ど新 し ぃ 原理に基付 く 計算機の部品 と い う こ

と に な る か も 知 れ ま せ ん 。 大 切 な こ と は 、  ナ ノ ェ

レ ク ト ロ ニ ク ス の基礎物理学を確立 し てお く こ と

です 。 最先端のデバ イ ス の 多 く は 、 理 論 よ り も 技

術的な試行錯誤の繰 り 返 し に よ っ て作 り 上げ ら れ

て い く も の で す が 、  その根底には、必ず、  それを

支える基礎理論があるのです。

今後ナ ノ ェ レ ク ト ロ ニ ク ス が ど の よ う な 場 面 で

必 要 と な る か と ぃ う こ と を 考 え 、  その結果をナノ

エレ ク ト ロ ニ ク ス の基礎物理学 と し ての量子 ヵオ

スの研究にフイ ー ド バ ッ ク し て 行 く こ と が 重 要 で

ある と考えています 。
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研究重if向紹介

人工生命システムは様々な機能を進化させう  る か  ?

Can an  ArtificialLife System Evolve a Variety of Functions?

人工生命システムの進化能力は、  用意される少数の基本機能(関数 )によって決ま

り ます 。通常それらの基本関数は研究者自らが試行錯誤によ りデザ イン してい

ま す が 、  こ こではそれらをある尺度に基づいてコンビュ ー タに自動設計させる

デザイン最適化の研究について紹介します。

Evolvability of an artlficia1life system is principally determ ined by an elementary

funot1onalset deslgned by a designer. The paper describes a recent approach to

the semiautomatio optimization of the elementary design using an evolvabllity

measure .

1 , DNA塩基配列 一正し ぃ設計図と正し く な ぃ設

計図一

現在の地球上の有機生命の “ 設計図 ”  は D N A の

中の塩基配列の並びに書かれています。  生命の基

本分子であ る夕 ンパ ク 質は 、  この配列の一部分を

読み取つ て 、  そ れ に 基 づ い て 並 べ ら れ た ア ミ ノ 酸

の “ 紐 ” で あ り 、  これ らが特定の 3次元形状に新

れ た た ま れ る こ と に よ っ て 機 能 を 獲 得 し 、 そ れ が

生命システムの活動を支えています 。  と こ ろ で 、

ある適当な長さの塩基配列  (設計図)  には莫大な

数のバ リ ェー シ ョ ン が あ り え ま す が 、 そ れ ら が 皆
正 し く 生 き た生物の設計図 と な り え る わ け では あ

り ま せ ん 。 容 易 に わ か る よ う に 、 生 き て 自己複製

がで き る 生物は ど ん ど ん増殖で き る一方 、 生 き る

こ とや自己の複製ができない生物は即座に淘汰さ

れ て し ま い ま す か ら 、  生物の設計図はまず  「生き
て自己の複製を作 り う る」 ょ う に な っ て い な け れ
ば “ 正 し ぃ” 設計図とは言えません。

生物は進化の産物です。進化の原動力となるの

は突然変異などの乱雑化の処理であ り 、それがこ

のD N Aに書かれた設計図をでたらめに書き変える

こ と に よ り 有 機 生命は進化 し て き ま し た 。 で た ら

め に 書 き 変 え る と ぃ う こ と は で た ら め に 設 計 図 を

生 成 す る と ぃ う こ と で あ り 、 そ う し て 生 成 さ れ た

設計図の う ち ぃ っ た ぃ どれ ぐ ら ぃ の割合の ものが

正しぃ” ものであるかによってシステムの進化能

力は大きく異なってきます。

図 1  設計図分布空間の模式図

(b)

(株 )国際電気通信基礎技術研究所

先端情報科学研究部

鈴木 秀明

この様子をよ  り定量的にみるために今、  図1( a ) ;

( b ) の よ う な 2つの場合を考えてみます 。  こ の図に

おいて黒い領域は正し ぃ設計図が分布している領

域 、  白い領域は正 し く な い設計図が分布 し てい る

領域です 。突然変異 とい う のはあ く ま で設計図の

微小な改変ですから、  もし黒い領域が図 ( a )のよう

に ま ば ら に し か 分 布 し て い な か っ た と す る と 進 化

は新たな正 し ぃ設計図 ( 種 )  を 見 つ け る こ と が で

き ず 、 す ぐに止 ま っ て し ま い 、 袋小路か ら抜け出

せ な く な る で し ょ う 。 一方、黒い領域が図 ( b )のよ

う に 常度濃 く 分布 し て い る 場合は ど う で し ょ う か ?

進化は た と え ひ と っの設計図 (極 )  か ら出発 し た

と し て も 、 変 異 に よ っ て 次 々 と 別 の 設 計 図  (種 )

を っ く る こ と が で き 、 従 つ て 長 い 時間 の後 に は多

様な生物種が進化によって創 り出 され るで し ょ う 。

この こ とか ら我々は次の一つの仮説にたど り っ き

ます。 すなわち、  「システムの進化能力は設計図空
間における正しぃ設計図の分布密度によって決ま

る」 と い う も のです 。
2 .  有機生命の進化能力はなぜ高いのか

ではいったい この分布密度は何に よ っ て決定 さ

れ る の で し ょ う か ?  冒 頭 に 述 べ ま し た よ う に 、

生物の基本分子はタンパ ク質であ り それを構成す

る ア ミ ノ 酸 は全部で 2 0 種 類 あ り ま す 。 け れ ど も 化

学 的 に あ り う る ア ミ ノ 酸 の 種 類 は 実 際 に は こ れ よ

り は る か に 多 く 、 そ れ ら の う ち で ど の ア ミ ノ 酸 を

タンパク質の構成分子と して使 うかは実は原始の

地球において生物システムが自由に決定でき る も

のでした 。その選択は 、設計図  (記号の並び)  と

それが果たす機能の関係を決定づける  ものですか

らその選択に応じて設計図空間における正しぃ設

計図の分布 も変わ っ て き ま す 。 例 えば 、  た っ た 2

̃ 3 種 類 の ア ミ ノ 酸 だ け を 使 つ て タ ン パ ク 質 を 構

成 し た 場合は 、  そ の 2 、 3 個 の ア ミ ノ 酸 が う ま く

選ばれている と正し ぃ設計図の領域を形式的に高

く す る こ と が で き る か も し れ ま せ ん が 、 現 れ る 機

能 の バ リ ェー シ ョ ン は 小 さ い も の と な る で し ょ
う 。 逆 に タ ン パ ク 質 が 数 百 種 類 の 異 な る ア ミ ノ 酸
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で構成 され てい る場合は 、  特殊な機能のア ミ  ノ 酸

が多数使われ る こ と に な り 、 正 し ぃ 設計図の分布

密度はか な り 低 い も の と な る で し ょ う 。 現 在 の 2 0

個 の ア ミ ノ 酸 は 「様々な機能を表現でき、  しかも
進化しやすぃ」  と ぃ う 基準の も と に原始の地球に

お い て 最適 に選ばれ た も の と 考 え ら れ 、 そ の よ う

な ァ ミ ノ 酸 を 選 ぶ こ と に よ っ て 生 物 は様々 な 機能

の正しい設計図を高い密度で設計図空間に分布さ

せ る こ と に 成 功 し 、 爆 発 的 な 進 化 を す る こ と が で

きた と思われます 。  進化システムの進化能力は基

本 と な る 分子 、  も し く は そ れ ら 分 子 が行 い う る 反

応規則の選び方 し だ ぃ で大 き く も 小 さ く も な り え

るのです。

3, 人工生命システム進化能力最大化の試み

人工生命とはコンピュ一 夕の中の疑似的な空間

で有機生命が し た よ う な 進化 を起 こ さ せ て 、  機能

を も っ た プ ロ グ ラ ム やェー ジ ェ ン ト を 自 然発生 さ

せ よ う と い う 試 み で す 。 現 在 そ の よ う な シ ス テ ム

の基本 と な る デザ イ ン はほ と ん ど の場合人手で設

計 され てい ます 。 けれ ど も も し 有機生命が太古の

地 球 で 行 つ た ア ミ ノ 酸 セ ッ ト 最 適 化 と 同 じ こ と を

コンピュ一 夕 の 中 で 行 わ せ る こ と が で き れ ば 、

我々は人工生命システムデザインの自動最適化と

い う 大 き な夢に近づ く こ と に な り ま す 。 以下では 、

この目標に向けた研究のひと っ と し て 、  文字列書
き換え文法最適化の試みを御紹介します。

あ る 文 字 列 を ひ と 組 の プ ロ ダ ク シ ョ ン 文 法 ( 書

き 換 え 規則 ) で 書 き 換 え る こ と を 考 え ま す 。  こ こ

で 「文字」 は生物における  「分子」 に 、  「文字列」
は 「分子が並んだ空間」 に、「プ ロ ダ ク シ ョ ン 文法」
は 「分子と分子の間の反応則」 に そ れ ぞ れ た と え
て考え られ る も のです 。 例 えば 、 a ? → a b と い う 書

き換え則は  「a分子はその右隣りの分子をb分子に
変 え る」 と ぃ う 働 き を表 し ます し 、 a ? * c→ a* ? c と
い う 書 き換え則は  「 a分子はその右隣りの分子をそ

の右側にある最も近いc分子の左に移す」 と ぃ う 働
きを表します  ( こ こ で  '? '  や ' * ' は正規表現に

用 い ら れ る ワ イ ル ド カー ド と 同 じ も の で 、 前 者 は

任意の 1文字に、  後者は任意の長さの文字列に対

応します ) 。 このよ うなルール文をいくっか用意し、

それらの間に優先順位をっけた ものをひ と組決め

る と 、 その も とで我々は任意の文字列を決定論的

に 書 き 換 え て い く こ と が で き ま す 。  こ の 書 き換 え

の過程は、  分子の集合体が、  用意された反応規則

(代謝-ルール) にそって生化学反応を繰り返してい
く 過 程 と 考 え る こ と が で き 、 初 めの分子の並び を

適切に選べば 、 書 き 換 え に よ っ て そ れ が際限 な く

複 製 さ れ る よ う に す る こ と が で き ま す 。 こ う し て 、

すべての文字列 (設計図 )  は複製可能なもの  (正

し ぃ も の )  と 複 製 不 能 な も の  ( 正 し く な ぃ も の )

に 大 別 で き ま す か ら 、  複製可能な文字列の割合

(a) (b)

? - 2 - J ?2?
? ' 1 → . ? ? * 1

?0- 0 ?
1-:L2
5→ 5 2

文字列長
複製可能な
文字列の割合

5 1 .7 6 %

6 1 .26%

7 0.96%

8 0.68%

9 0.45%

図 2  ( a )最適書き換え規則と(b )その能力

(一図 1における黒い領域の割合 )  を最大化するよ

う に プ ロ ダ ク シ ョ ン 文法 を変更 し ていけば我々は

文字 と文字 ( 分子 と分子 )  の間の反応ルー ル と し

て 最 適 な も の を 得 る こ と が で き ま す 。 図 2 に こ の

よ う に し て 得 ら れ た 最 適 な ルー ルの抜枠とその性

能 を 示 し ま し た 。  こ こ で 、  基 本 文 字 と し て は

l . ,0 ,1 ,2 ,3 ,4 ,51の7文字( ' . ' は静止状態を表す特殊

文字 )を用い、  最適化は長さ 5の文字列だけで行い

ました 。  こ の実験で得 られ た結果 を ま と め る と 次

の よ う に な り ま す 。

e 書き換え規則の中には文字列複製のための文

法が自動的に出来上がっていました  ( この文

法 で 、 文 字 ' 2 '  は あ た か も D N A ポ リ メ ラ ー

ゼのよ う にオ リ ジナルの文字列を順番に読み

ながらそのコビー を両脇に作 り出す働き を も

っています ) 。

o こ の規則のも とでの文字列の複製は繰 り返 し

パ タ ー ン を 無開に生成す る よ う な も の では な

く 、  オリジナルの文字列を逐次参照しながら

コピーを作 り出すと ぃ う性質のものでした 。

o 得 られた文法は様々な長さの文字列に対して

複製を可能にしました (図 2 ( b ) ) 。 この割合は

別 に 用 意 し た 人 間 ( 著 者 ) が デ ザ イ ン し た 文

法 よ り も 数一十倍高い値になっています。

こ こ に示 し た例は 、  まだ非常に短い文字列の書

き換えシ ステムの基本デザインの最適化を行つた

ものにすぎません 。けれど も  '文字列'  と ' それ

を書き換える文法 '  と い う表現形式は 、他の様々

な計算システムと等価な汎用性の高い表現形式で

あ り 、 事実 、文字列の長 さ を形式的に無限に も っ

てい く と 、 文字列書 き換えシ ス テ ムは人工生命で

よ く 使 わ れ る コ ア メ モ リ と 論 理 的 に 等 価 な も の と

な る こ と が わ か っ て い ま す 。  上記の方法を発展さ

せ て 、 そ の よ う な よ り 複 雑 な人工生命シ ス テ ム の

デ ザ イ ン 最 適 化 にっなげ る こ と が この研究の延長

線上に考えられます。

参考文献

http://www.isd.atr.co.jp/̃h s u z u k iから関連する文献が入手
で き ます 。
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研究所だより

〇 ェイ ・ テ ィ 1::11アール知能映像通信研究所

(株)エイ ・ テ ィ  ・ アール知能映像通信研究所で

は、コミュニケーションの研究用に開発した日

常活動型ロポット  「Robovie」 の外販を2000年12
月18日に開始しました。外販開始以来、同志社

大学と東京大学に計二台のRobovieが納入されま

した。また、数多くの研究機関や博物館から問

い合わせがあ

り商談が進ん
観 端

で お り ま す 。

視点から行われることが期待できます。 これらの

研究をスムーズに進めるため、 当研究所では日常

活動型ロボットコンソー シアムを定期的に開催し

Rob o v i eをプラットフオ ームとした研究開発を共

同で展開しております。

http://www.mic.atr.co.jp/̃michita/everyday/

アー ト&テクノロジ一国際会議が、 2 0  0 1 年 2 月 1 3 日 、会

場けぃはんなプラザにて、 (財)関西文化学術研究都市推進機構主

催、(株)エイ ・ ティ ・ アール知能映像通信研究所共催で開催され

ました。 この国際会議は、 関西文化学術研究都市から新しぃ文化

を創造し、発信する試みとして科学技術とァー トの融合による新

たな価値観や創造的分野を生み出すことを目的に行われており、

3 0  0名近い観衆を集めました。

第2回日は、より具体的に文化、科学技術、ビジネスとぃう

テーマで、 現在世界で活躍している若手によるパネルディスカッ

ションを行いました。アー ト & テ ク ノ ロ ジー とぃうニュー ビジネ

Robovieの外販開始

大学研究機関

等にRobov ie

を外販するこ

と に よ り 、 ロ

ボ ッ ト と の コ

ミ ュ ニ ケ ー

ションの基礎

研究や応用研

究がより広い

工デュテイメン トフォーラム2001京都

エデ ュ テ イ メ ン ト フ ォ ー ラム2001京都が3月29日、

30日に開催されました。フォ ー ラム3回目となる今年、

ATRからは知能映像通信研究所のコミュニケー ショ

ン ロ ポ ッ ト  「 ロ ポ
ビー」 、 イ ン タ ラ ク
ティブアー ト作品の

「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ
万華鏡」 と 「L i f e

Spacies I1」 を含む4
点を出展 し ま し た 。

将来を担う子供達や

その先生方に、新し

いコミュニケー ショ

ンのあり方を探る研

究成果の一端を紹介

しました。

初日には、  中津tl
長による講演も行わ

れ、当研究所の成果とその実社会への展開活動にっ
いてご理解いただくことができました。英語教育や

総合的学習の時間が小学校に取り入れられるなど激

変する教育環境のなかで、 私達の研究成果が教育に

も役立てられることが期待されています。 教 育 ・ 教

材開発に興味のある企業の方々とも交流することが

でき、有意義なフオ ー ラムとなりました。

第2回デジタルルネッサンス@けいはんな

ス、 ネ ク ス ト メ デ ィ ア 、  未来の芸術様式、 イン夕ラクテ ィブアー トは、 社会に何を貢献できるか?という

構成で、ビジネスマンから学生まで関心が高く、 8時間に及ぶセッションの間、観衆が立ち去ることはあ

りませんでした。 アー ト & テ ク ノ ロ ジー ビジネスのべンチャ一企業が設立されることは、 もう夢物語では

ありません。
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研究所だより

〇 ェイ ・ティ〇・アール音声言語通信研究所

「通信網を利用した音声翻訳技術への取り組み」

音声言語通信研究所が発足して1年が経過しました。音声言語通信研究所では音声翻訳技術

の実世界での利用に向けて、 ①様々な環境下でもロバストな音声認識技術、 ②様々な話題に容

易に適応可能な言語翻訳技術の研究、 さらに今まで全く研究されていなかった未開拓な研究分

野として、  講演等の独話の音声翻訳技術の研究を進めています。 これらの技術の研究開発のた

めに、 種々の研究項目を設定していますが、 今回は様々な環境下でもロバストな音声認識技術

(特に音声対話翻訳技術) を開発し、 評価をするための試みについてお話します。

話し言葉の音声翻訳技術を様々な環境下で利用可能にする、 若しくはその評価を行うには、

実際の環境下で出来るだけ多くの音声データを収集する必要があります。 さ らに 、  できれば実

際の音声翻訳システムのプロトタイプシステムを利用して音声データを収集することが望まし

い訳です。 この両方の条件を満足するような実験条件を設定することはかなり困難です。 そこ

で、 マイクロフォンから直接音声翻訳システムに入力するのに比べると、 処理速度・認識性能

の点で若干精度が落ちると考えられますが、携帯電話を介して音声翻訳システムにアクセスし、

「通信網を利用した音声翻訳システム」 を利用して、 実世界の音声データを収集する準備を進

めてきました。

当研究所では、 この 「通信網を利用した音声翻訳システム」 の実現に向けて、 プロト夕イプ

の開発、 音声言語データの収集を行うシステムの開発が進み、 今年度中頃から予備実験を開始

する見込みです。

具体的には、 携帯電話における、 ①日本語・英語音響モデルの再学習、 ②日本語・英語言語

モデルの拡張、③翻訳範囲の拡張、等の実験環境の整備・準備を進めてきました。直ちに外部

の方に使用して頂く前に、 内部での実験等を順次進める予定です。

一方、多言語間の音声翻訳システムの実現を

日指し、 昨年のC - S TAR会合の開催により

確立された国際研究協力体制のもとでも、 図に

示すように携帯電話を使用し、 各国研究機関の

翻訳システムを結んでデータ収集を行う実験を

今年度中に開始する予定です。(関連:42号p.24)

これらの研究の進展状況を始め、 他の種々の

環境下における基礎研究の成果等について、 本

研究所だよりなどで順次紹介する予定です。

世界中どこでも誰とでも気軽に利用、 会話が

目本語の話者e0難一
,0

1 n t eme t、

インターネット

日本語から
他言語へ

できる話し言葉の書声翻訳技術の研究は、一歩、一歩着実に発展しています。(企画課長 岡田 実)
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研究所だより

ーやわらかいマルチメテ'ィア移動通信をめざして一

環境適応通信研究所では、 多様化する通信環境に対して、 適応技術を用いることにより、  その環境からの制約を緩和し

た り 、  時には意識しないで通信を行えるようなネットヮークの構成法や制御法、 アンテナやデバイスの研究をしていま

す。第一研究室では、特に環境に適応したネットワーク構成法と通信方式の研究をしていますが、 ここでは、 前者にお

けるアドホックネッ トワークの研究、 後者におけるマルチメディアサービス品質 (QoS) を考慮した通信方式について
紹介します。

〇 ェイ ・ テ ィ.ぺアール環境適応通信研究所-・

アドホックネッ  ト ワークの研究
この研究は、 通信環境の変化に対して適応的に機能お
よび構成を変えることにより、弾力性、  ロバスト性およ
び自己組織性を有する適応通信システムを実現すること
を目的としています。 具体的には無線を用いてこの適応

通信システムを実現し、 何らかの共通のベースの元に小
エ リアに一時的に集まった不特定多数の人々の間でのコ
ミュニケーションを可能にするWACNet(Wireless Ad -
hoc Community Network )をプラットフォームとし、  こ
のWACNetの要素技術およびシステム構成技術について
の研究を行つています。
WACNetではワイヤレスアドホックネットワークの各
種ルーチングスキームが想定している、フラットな構造、
マルチホップによるパケット伝送、 各端末がルータ機能
を有しているなどの特長に加えて、

・ユーザが特に面倒な設定をしなくても端末を持ち寄る
だけでネットヮークに参加可能、
・ スケーラビ リティ  (端末数の增減に対してネットヮー
クが対応可能であること)  が高い、
資源(周波数、電力)の利用効率が高い、

等の特長を実現することを目標としています。 これによ
り 、想定される メ リ ッ ト と しては、

・限られたネットワーク リ ソースの有効利用、
局所的に通在するユーザまたは流動的なユーザゃ ト ラ
ヒックの収容、
ネ ッ ト ワークの設計時に不確定な設計パラメータの変
化への対処、
・ユーザが煩わしい設定から解放される、
キャリアに (高い )料金を払わなくても済む、

等が挙げられます。
具体的な利用イメージとしては、 ユーザ端末として携
帯可能な小型PDAやノー ト P C を用いて、競技場 /国
際会議場等に一時的に集まった人たちの間でのコ ミュニ
ケーション 、 さらにはインフラが壊滅した被災地のよう
な場所での使用も想定されます。
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マルチメディアサービス品質 (QoS) の研究
ネ ッ ト ワークの進化とともに、  接続されて用いられる
端末、相互にやり取りされるデータ 、 さ らにはそれらを

利用するユーザの利用環境が多様になってきています。
これら様々な要因が絡み合つた通信環境において、 ユー
ザの望むマルチメディア通信の品質(QoS)をできる限り確
保することを目的とし、  適応的品質制御方式に関する研
究を推進しています。 本研究テーマを買く大きなコンセ
プトは「通信コーディネーシ ョン 」であ り 、現在は、  シ
ステム資源の利用の有効性向上を主たる観点とするシス
テム指向、 および個々のユーザの嗜好や習慣に合わせユ
一ザの利使性の向上を主たる観点とするユーザ指向の二
つのアプローチを並行して進め、 最終的に両アプローチ
を結びつけてエンド ーエンドでの通信コーディネーショ
ンを実現することをめざしております。

システム指向の面では、 特にリアルタイムのビデォス
ト リーム伝送を夕一ゲットにしたフロ一制御を提案し、
端末においてはこのような連続メディアを扱うリアルタ

イムタスクに対し、 オぺレーティングシステムの適応的
なタスクスケジュー リングを考案しました。  ユーザ指向
の方面からは、ネットワーク上のチャットシステムでユ
ーザ個人や場の関心の把握を支援する技術を開発しまし
た。  また複数のユーザが相互作用する別のタスクとして
カー ドゲームを取り上げ、 対戦相手のモデルを学習する
方式を提案しました。 これらの技術は知的なユーザイン
ターフェースへ、応用できるものと考えられます。  さ ら に
エンド ーエンドでの通信コーディネーションを実現する
ため、 マルチエージェント(MA)ベースの品質制御フレー
ムワークを提案し、 その上で資源管理をする通信プロト
コルおよび各レイヤをつなぐQoSマッピングを考案しま

した。

今後我々は無線 QoSやユーザ認証を含むセキュリテ
イ技術へ研究範囲を広げながら、 エンド一工ンドの通信
コーディネーションのMAベースのモデル化を行い、具
体的なシステムによりモデルの実証を行う予定です。
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研究所だより

〇 国際電気理夢基礎技術研究所先端情報科学研究部

一人間コ ミュニケーショ ン学の
新展開をめざして一

これまでAITRでは、  ATR視聴覚機構研究所で

の「見る、聴く、話す」の研究に始まり 、 ATR人

間情報通信研究所での 「人に学ぶ」 視点からの研

究展開を通して、 コ ミュニケーションのブレイク
スルーをめざした研究を進めてきました。 先端情

報科学研究部(略称、先端部)は、視聴覚機構研

究所から人間情報通信研究所へと続く流れに位置
する研究部隊として、2000年1月に国際電気通信

基礎技術研究所の中に設立されました。 研究所便

りの初回として、  今回は先端部のめざすもの 、 研

究の視点、 基本的な考え方などを紹介したいと思

います。

21世紀を迎え、情報化社会の到来が本格化する

なか、 改めてコ ミュニケーションの意味が間われ
ているよ うに感じます 。世の中は “ もの ” と情報

に溢れ 、 ネ ッ ト ワーク化を通して人と人、人と情

報との出会いの機会も拡がりっつあります。 しか

し、人々のコ ミュニケーションは豐かになるどこ
ろかコ ミュニケーション不全がいたるところで進
行し、人々の111東外感 - 孤立感はかえって深まりつ
つあるようにも感じます。

コ ミュニケーションのための器や仕掛け(イン
フラ )  を用意するだけでは何の解決にもなりませ

ん。なぜなら、  コ ミ ュニケーションは人間の本能
( さが )だからです。 「知る、表現する、伝える、

そして、感じる」、  これらはすべてコ ミ ュニケーシ
ョンに深く関わり、人はこれらのこと無しには生

きることはできません。私たちは、  “コ ミュニケー
ションは人間の本能 ( さが )である ” との視点に

たって、 人とシステムとの新たなコ ミ ュニケーシ
ョンの可能性を探ります。「人を理解する」、 「シス

テムとして実現する」、 そして 「コ ミュニケーショ
ンを究める」 が研究の三本柱です。

人を理解することはコ ミュニケーションを究め
る こ とですし 、 コ ミュニケーションを究めるため
には人を理解することが必要です。 そのために、

私たちは、 脳 、 心、身体の三つの切り口から研究

を展開しています。すなわち、  コ ミュニケーショ
ンの中枢である脳の仕組みを探り、 自意識や情動

など心の動きとコ ミ ュニケーショ ン行動との関係
を探り、  脳や心にとっての身体の役割や意味を探

ろ う と し てい ます 。 そ し て 、 その よ う な脳 ・ 心 ・

身体の作用や働き (機能 )をシステム (機構とア

一キテクチャ)  として実現していきます。 「人を

理解する」、 「システムとして実現する」、  この二

つの研究を相互作用させながら、 コ ミュニケーシ
ョンを究めるための基礎研究を展開していきま

す。

「コ ミュニケーシ ョンは人間の本能 ( さが ) で
ある 」との見方は、 コ ミュニケーシ ョン とい う行
為の基にある人間の本能的な欲求や習性に目を向

けょ ぅ とい う こ とです。たとえば、人は実は自分

自身をもっと知りたい  (自己希求欲)、 自己を表現

したい(自己表現欲)、  自らの存在の意味を確かめ

たい (存在表現欲)、 自らの存在を集団のなかで位

置づけたい(関係性欲求、社会帰属・参加欲)  と

いう思いをもっています。

そのような人間の本能的な欲求に直接訴えかけ

る仕掛けやそのような欲求に基づく情報表現を簡

便に支援する仕掛けを考えることができれば、人々

の自発的な情報発信をごく自然に促すことができ

ます。そして、人と人との多様な関係性づくり、

すなわち、 コ ミ ュニケーション活動を活発にする
ことができると考えます。  活発かつ多様なコ ミ ュ
ニケーション活動を通して、 人々は自らの社会の
なかでの位置づけや生きがいを発見・確認し 、 心

を健全に保つことができるでしょう。  人間性豊か

な住み心地のよい社会は、 人と人、  人とシステム

とのコ ミュニケーションを質的に豊かにすること
により可能になると考えます。

[先端情報科学研究部長・下原 月券意1
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Le t t e r s  f r om  A aumn

おもしろいもの

(株)NTT ドコモ研究開発本部移動機開発部

(前ATR環境適応通信研究所)

田野  哲

私がAT R環境適応通信研究所を去つて早1年あまりの月日がたちま  した。 A T R にいた頃は、  オ リ ジ ナ リ

テ ィ 、 あ る い は人がお も し ろ が っ て く れ る 研究 を追求 し て い た の ですが 、 今 では それが と て も 速 い世界の

よ うに感じられます。それは、 A T Rは人の出入りが激し く 、私が共に識論してきた研究員がイ可人も退職さ

れた こ と も あ り ま す が 、 仕事の環境が大 き く 変 わ っ た こ と が よ り 大 き な 要因で あ る と 思 い ま す 。 現在 、 私

は (株 ) N T T ド コモ移動機開発部に動務いたしております。すなわち、純粋な研究とぃ う 、多少現実から離れ

た要の上の世界から、  企業における研究開発とい う実生活に関わる仕事の世界に来ました。  特に、  移動機

開発部とは 「 ドコモのケー タ イ 」 と呼ばれる皆様がお使いの電話機の研究開発を行つている部署で、  ま さ
し くお客様と関わる世界なのです。  したがって 、私の周 りでは 「503の開発が云々」 と か 、 「I M T-2 0 0 0の移
動機(FoMA )の開発状況は一一」 等とぃった話が飛び交つています。  開発を進める上では多様な検討項目に
対して議論がなされるので、開発部内は多様な議論の 「るっぼ」 の よ う で す 。  このあた りは 、研究員の興
味 の あ る 限 ら れ た テ ーマにっいてのみ議論がなされる A T R とは対照的です。  し か し 、  何 と 言つ て も 開発 し
た も の が 、 形 と な っ て li1 ・の中に出て行き 、お客様に喜んでいただけ る こ と は技術者に と って大 きな喜びな

のか、  開発素人の私から見れば驚く程に、  こ と細かな事まで微底的に議論が続けられ 、深夜まで及ぶこ と

も稀ではあ り ません 。私はこの開発部でソフ ト ゥ ェ ア無線 と呼ばれる技術の研究開発 、および次世代移動

機に関する様々な検討を行つています。  A T Rでは 「 ソ フ ト ウ ェ ア ア ン テ ナ」 の研究をしていた私が、  ドコ
モでは 「ソ フ ト ウ ェ ア 無 線」 に携わ る こ と な っ た訳で 、 似 た よ う な 部分 も あ る の で 、 A T R で の研究成果が
生かせたら と考えています 。  したがって 、  こ の分野ではまた環境研の皆様 と議論させていただ く こ と も あ

るか と思います 。  ただし 、  この技術が本当に移動機に適用できるかどうかは、  今後の動向によりますので、

議論した結果が世に出て行く  とは未だ言えなぃ状況ですけれども。

よ く言われるこ とですが、移動通信はこの 1 0年で大き く進歩しました 。特に、準包に入れても重かった移

動機は 、 今やポ ケ ッ ト の 中 に入 り 、 通 話頻度に も ょ り ま す が数日は充電 し な く て も 使 え る よ う に な り ま し

た。  こ の よ う な進歩は様々なデバイ スの進歩 と 、高効率化を追求した技術が もた ら し た こ と は疑い も あ り

ません。 さ ら に こ の努力は続いてい く こ と と 思われ ますが 、一方 、 i -m o d eに代表される新しぃサー ビスが開
発されたこ と も移動通信の進歩の一つだと思います。  すなわち 、  単な る電話のサー ビスから 、  新し ぃ情報

通信が始まりっつあります。  こ う ぃ う 新 し ぃ も の に は 、  「便利 さ」 に加えて 「お も し ろ さ」 が重要なポイン
ト だ と思つています 。 「お も し ろ い も の」 は人々を魅了し、  人 々 を さ ら な る 追 求へと 1 ]1区り立てます。逆に、

お も し ろ く な い も の は 目 新 し く て も 直 ぐ に 飽 き ら れ て し ま う ょ う に 思 い ま す 。  こ の よ う に 「お も し ろ い」
こ と が 重 要 で あ る こ と は 、  A T Rに居る間に学んだ気がしています。  実際、  環境研を含めたAT Rの 4研究所

の成果には 「お も し ろ い」 も の が幾つか あ っ た よ う に 思い 、 今 も う一度、 当時の資料を 1開l り返して読んで

い ます 。 す な わ ち 、 何 かお も し ろ い も の を 、  開発にせよ研究にせよ世の中に出していきたい と日夜考えて

いる今日この頃です。 いや 、 関西人の私に と っ て は 「お も し ろ い」 や の う て 「お も ろ い も ん」 な い か な ぁ
っ て 、  毎日悩んでますんで、  え え話があ っ た ら教 え て く だ さ い。

A T Rの今後のおもしろいご活躍を期待しております。
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第 8 5 回 2 0 0 1 年 2 月 9日  (先端情報科学シリーズ第 4 回 )

対話型エー ジェントの開発と言平価 、 ミ ニ ク ・ マ ツ サ ロ  ( 力 リ フオルニア大学 )

カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 サ ン 夕 ク ルー ズ 校 の ド ミ ニ ク  ・ マッサロ教授を迎え 、

'対話型エー ジ ェ ン ト の開発 と評価 ”  と題してご講演いただきました 。

マ ツサ ロ教授は 、  当先端情報科学研究部における研究と同様に、  近年注

目されっつある発話における映像情報としての顔の存在を考慮した視1聴覚

た。

発話アニ メ ー シ ョン例に加え、子供達がB a l d i と 実際に対話しっつ発話などを学ぶ様子など、マッサロ教

授の研究に相応しぃ視聴覚的なデモが数多く被露され 、非常にわか りやすぃ内容のセ ミナー と な り 、 活 発

な議論が く りひろげられま した 。

今後は、  今回のAT R訪問において当先端情報科学研究部との共同実験により計測した発話時の顔面運動

や三次元顧形状を利用して、 B a l d i を よ り リ アルなェー ジ ェ ン トへと 改良 していかれる と の こ と です 。
な お 、 本 セ ミ ナーは I E E E 関西支部との共催によ り と り行いました 。

第 8 6回 2 0 0 1 年 3月 5日  (音声言語処理技術シリ ーズ 第 5 回 )

聴覚系の圧縮作用による知覚影響 ブ ラ イ ァ ン ・ モ ァ  ( ケ ンブ リ ッ ジ大学 )

第 8 6回 A T R科学技術セミナーは聴覚心理学の分野で精力的な研究活動を

続 け る ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 ブ ラ イ ァ ン ・ モア教授を講師に招いて行われまし

た。 モア教授の研究分野は1確、覚末相系のフイル夕と しての特性の測定を中

心 と し 、  非常に幅広い分野にわたっていますが 、  この日の講演は ]確覚系に

備わる非線形な応答特性の話題が中心となりました。

人間の幅 l覚系は内耳に存在する外有毛細胞という組織の能動的な働きに

よ り 、 適 応 的 な ゲ イ ン 制 御 が 行 わ れ て い る こ と が わ か っ て き て い ま す 。 そ

の結果、 l准惠覚系は非常に広い範囲のダイナミックレンジを獲得するに至つ

ています。  加齢によ り生ずる聴力の低下の要因のひとっには、  この外有毛

- ATR科学技術セミナーの開催状況 -

発話信号処理にっいて古 く か ら研究を続けてお ら

れます。  今回の講演では、  その研究の過程で構築

された B a l d i と 呼ばれる仮想対話エー ジ ェ ン ト シ

ス テ ム に っい て 、  その開発の経系章と小学校におけ

る 実 際 の応用例 な ど にっい て 解 説 い た だ き ま  し Dominic W . Massaro教授

Brlan C◆Moore教授

細胞の機能の低下が考えられます。  講演の中ではマスキング現象、  母音知覚などに関する豊富かっ精密な

実験結果を示しながら 、  一見複雑に見える ]權覚の様々な現象が、 聴覚系の非線形応答特性をきめ細かく調

べる こ と に よ り 、 科学的に解 き明か されてい く様が明解に示 され ま し た 。

人間の適応性とぃ う と学習機能などの高次の月111活動に関心が集まりがちですが、  非常に末相的なレベル

にも適応性を担 う重要な役割があるこ とを改めて認識する良い機会となった と思います 。

なお、  この講演の模様は研究用音声とデー タ ベー ス作成のため録音され、  ATR音声言語通信研究所にお

ける独話形式の音声言語の翻訳 ・ 要約技術の研究開発のために利用される予定です。
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1 .  は じ めに

私たち開発室はATRの多様な基礎的研究成果を外部にご紹介する役割を担つて、  8 年前に開設され、  以来

成果展開活動を実施してきました。  特にこの数年はAT Rの研究成果の魅力を研究機関のみならず実業界や

広く社会に認知していただく様々な活動を積極的に実施しています。  今回ご紹介する青声コンテンツ提供

サー ビス も この一環 と し て実施 し てい る も ので あ り 、 「A T R技術の実用性を感じていただけること」 を主眼
に種々のプロモー シ ョン活動を行つています。

現 在 、 本 サー ビ ス は 、 1 ) 阪 急様 を始め と す る イ ン タ ー ネ ッ ト ホーム ペー ジへの音声を利用した天気予報の

提供 ( 昨年 4 月 よ り 開始 ) 、 2 ) T T n e t ・ アステル様およびD D I ポケ ッ ト様等電話系へのピンポイン ト天気予

報 (昨年末および本年始めにそれぞれ開始)  を実施しています。  多様な声で音声合成が可能とぃうCH A T R

の特質を活かし、阪急様のホー ム ペー ジ で は タ カ ラ ジ ェ ン ヌ の 声 で 、  また T T n e t ・ ア ステル様のサー ビスで

は女優の松坂度-子さんの声で、  音声天気予報のサー ビスを行つています。
2.  音声合成技術CHATRの特質と新しいビジネスモデル

音声合成技術cHAT RはATR青声翻訳通信研究所で研究開発された新しぃ世代の音声合成技術であり、  図
1にその概要を示します。  cH A T Rの基本的なアイデアは、  録青された人の声から作成された音声デー タベ
ー ス か ら 、  出力したい文に応じて 、音韻の並びや声の高さ 、音韻の長さ等の条件が最も良く適合し 、  しか

も滑 らかにっながる青素を選び出し、  これ らの青素に信号処理等を加える こ と な く 、 つなぎ合わせて合成

音を作成する こ とにあ り 、 その特徴は以下のよ う にな り ます 。

1) 人の声をそのまま使うため、色々な人の声で合成青が作成でき、  コンピュー タの青声出力に無限の

多様性を与えることが可能。

2 )  人の声の音声波形を直接利用するため、  多言語化が容易。

一方で、 cH A T Rには以下のような課題があります。
1 ) 誰 の声でも録青された青声があれば 、基本的に青声合成が可能であ り 、悪用される と 、声の持ち主

に不利益を与えたり、  社会的な間題を引き起こす可能性がある。

2 ) 未 だ 、 研究途上の技術であ り 、 合成音の イ ン ト ネー シ ョ ン や リ ズ ム が不安定にな っ た り 、 音素の っ

ながりの部分で聞きづらぃ接続歪みを生じる場合がある。

音声コンテンツ提供サービスの1 年

開発室では昨年4月から音声コンテンツ提供サー ビスを開始しま  した。 本 サー ビスは、  多

様なテキス ト情報 ( コ ンテンツ )  をATRで開発された音声合成技術CHATRを用いて音声

デー タに変換し 、  イ ン ターネ ッ  トのホームページ、や電話サー ビス等に提供するシステムで

す。 こ こでは、  本サービスの概要をこ゛紹介します。

インテ' ックスｫ

一1 ; 音声波形

図 1  CHATRの音声合成の仕組み

( 録 音 された音声から音素の組み替えを行 う こ とに よ り 、任意の合成音を作 り出します )
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図 2  音声コ ンテンツ提供システムの概要

これらの長所や課題を有する cH A T Rについては、  従来の合成技術のよ う に合成エンジンの販売とぃ う  ビ
ジネスモデルでは大きな危険を伴 う こ とが想定されました 。  このため、  まずcH A T Rを社会的に認知してい
た だ く た め 、  上記のビジネスモデルに替え、  C H A T Rで合成された音声を販売するという概念を考案し、  こ

れに基づく 、音声コンテンツ提供サー ビスの開発、事業化に着手しました。

3.  音 声コ ンテンツ提供サー ビスの概要
図 2 に サー ビス概要を示します。基本的な概念は、  コ ン テ ン ツ提供企業 と コ ンテン ツ利用企業の間に 、

A T Rが介在し、  コンテンツ提供企業の持つ各種の文字コンテンツを音声デー タに変換し、  コ ン テ ン ツ利用

企業に提供 し ょ う と す る も の です 。 ネ ッ ト ワー クの発達とともに注目を浴びているAS P ( A p p l i c a t i o n  Service

P r o v i d e r ) の一種と考えることができます。

こ のサー ビスにより以下の効果が期待できます。

1) コンテンツ提供者、  利用者とも音声合成に関わる設備投資を行う必要がない

2 ) 音 声 コ ン テ ン ツ 提 供 者 は 音 声 変 換 を 集 約 的 に 行 う こ と に よ り コ ス ト メ リ ッ ト を 引 き 出 す と と も に 、 合

成音声の品質管理を充分に行うことが出来る。

3) cH A T R用音声D Bを音声コンテンツ提供者が一元的に管理することが可能であり 、声の持ち主の権利
保護を万全に行うこ とが出来る。

現時点では表 1 の よ う な サー ビスを実施しています。なお、本システムは平成1 2年度の情報処理月間記

念式典において、  優秀情報処理システムとして表彰  ( A T Rジャーナル41号参照)  されました 。

4, 今後

現状はコンテンツ と しては天気予報だけですが、  今後株式市況や道路情報など日々情報更新の多いコン

テ ン ツへの利用拡大を行い、事業規模を拡大していく予定です。また、CHAT Rの特質を活かした各種応用

シ ス テ ム の開発等 を進め る と と も に 、 A T R の 研究成果祥のブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ と プ ロ モー シ ョ ン を積極的に

展開してい く予定です。

表 1  音 声コ ンテンツ提供サー ビスの実施状況

提供方法 利 用 先 サー ビス内容 提供音声 開始時期

阪急電鉄株式会社様

ホー ム ぺー ジ
阪急主要12駅のポイ ン ト天気予報 夕 カ ラ ジ ェ ン ヌ 平成12年4月

イ ン ターネ ッ ト
T Is株式会社様
ホームページ、等順次増加

お客様が指定される特定地域の

天気予報
女性アナウ  ンサ 平成12年4月

電話サービス

固定電話への全国天気予報 (177

と 同 等 ) 、 P Hsの位置情報機能を
用いたポ イ ン ト 天気予報

一 P Hsの位置情報機能を用いた
ポ イ ン ト天気予報

TTnet ・ ア ステル様 松坂慶子さん 平成12年12月

D D I ポ ケ ッ ト 様 女性アナ ウ ンサ 平成13年2月
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突然ですが、  皆さんにはかかりっけの病院があり  ますか?  生まれ育つた土地に住んでいれば、  「見弟そ
ろ っ て 小 さ い l11l11l か らのかかりっけ」 なんて病院があるか も しれません 。そ う でなければ 、病院に行 く必要
に 追 ら れ た ら 、 何 と か し て 数 あ る 中 か ら 病 院 を 選 ば な け れば な ら な い で し ょ う 。 知 人 に 聞 く 、 電 話 帳 で 探

す 、 通 り が か り な ど い ろ い ろ な 方 法 が あ り ま す 。 で も 、 想 像 し て み て く だ さ い。 も し も あなたが言葉のわ

か ら な ぃ 国 に 住 ん で い た ら ど う で し ょ う か ?

研究員が私たちのサポー ト を 必 要 と す る と  き 、  た ぃ ていの場合、 私 た ち の デ ス ク ま で1uiらは足を運び、
額をあわせて納得のいくまで語をします。が、急に体の具合が悪くなれば話は別です。 「ど この病院に行け

ば よ ぃ の か ? 」  と 減 多 に な い 電 話 で の コ ン タ ク ト が 入 り ま す 。 そ の 声 は 、 時 に は 体 の 不 調 が E1に浮かぶ

弱々しぃア1 fであり、 また時には子供の発熱に戸惑う fi f で す が、 急 を 要す る こ と に 変 わ り は あ り ま せ ん 。 急

いで病院の情報を伝え、  必要に応じて診察の付き添い文援を行います。

人の生活ス夕イルや興味の対象は千差万別です。ですから、生活相談の内容は多出度にわたり、相談を受

け る たびに調べ る こ と の繰 り 返 し です 。 そ ん な中で も 、 医療に関す る サ ポー トは言性もが必要不可欠なもの

であ る ため 、 sH I ENのホ ー ム ペー ジ に項 E l を も う け 、 す ぐ に情報 を と り だ せ る よ う に し て い ま す 。 そ し て
そ こ には 、  私たちが集めた情報だけでな く 、  研究員から提供を受けた情報も成 り込まれています。  例えば、

ある商科にっいては、 「こ この歯科は S H I E N に紹介されて行つたのだが 、医師の対応はすこぶる よ く 、英語
は1度が行つている治療を説明するに充分なもので、私はすっか り安心した 。初回は受付カ ー ド を記入しな
け れ ば な ら な い の で 、  日本語の話せる人と一 結 に 行 く の が よ い か も し れ な い 。 治 療 費 は い く ら で 、 一 r,:l々
( まだ続きますが省略 ) 」。 sH f E N ス タ ッフは幸いいたって健康体で、実際に病院のお世話になる機会が少な
いので、  研究員自身の生の声は大変 11l1重なのです。

ク リ ニ ッ ク で

研究員がサポー ト を求め 、  sHIE N ス 夕 ツ フ が それに応 え る 。  その一方向だけでな く 、  サ ポー ト を受けた
研究員からのフ ィ ー ド バ ッ ク が あ る 。  あ る い は 、  研究員が自分で見つけた情報がSH I E Nを通じて他の研究

員を助ける。そんな双方向の関係が、  こ の サ ポー ト 業 務 を よ り 充実 し た も の に し て い ます 。 そ れは 、 社内

に サ ポー ト グ ルー プが あ る か ら こ そ成 り 立つ こ と です 。 ですか ら 、  自分がサポー ト し た事にっいて研究員

に感想を聞く ょ うに心がけています。 「あ の と き は あ り が と う 。  う 一 ん 、 で も 、 教 え て く れ た と こ ろ に は 行

かなかったんだ」 な ん て 答 え に シ ョ ッ ク を 受 け る こ と が た ま に は あ る と し て も 。

研究員たちに支えられる生活支援

SH IE Nは、  現在 、  2人の実務スタッフで6 0人ほどの研究員をサポー ト しています。  忙し ぃ

日々の中であっても、  研究員に役立つ情報は着実に蓄積されていきます。  その強力な助つ

人とは一一

医療情報だけではあり  ません。 学校支接にっいて言えば 、  入学でき るか

ど う か 、 そ して語学面のサポー ト体制の確認や、学校側との入学前の面談

での通訳など入学のための手続き全般がSH I E Nのサポー トです。  しかし、

入学した後、実際にその学校で先生の対応がどうであったか、子供はうま

く ゃ っ ていって るのかは 、  研究員から生の声を聞いて初めて知る こ とがで

き るのです 。そ して 、  よ り よ い サ ポー ト が で き る よ う に 、 そ の声 を参考に

していきます。

他に も 、  良いべビー シ ッ 夕 一の情報、商店の情報、鉄道会社の英語電話

窓口の情報など。 思い起 こせば 、  役場の出張所が社宅近辺にあることを最

初に聞いたのも研究員からでした !

S H I E N展已真起子
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受買等 '
/

☆ A R S  ELECTR〇N ICAlnteractive Art部門Honoraty Mentlon Prize ( 2 0 0 0年9月1 0日 )

受 賞 対 象 l 受 賞 者 l 所 属 内 容

☆ (社 )情報処理学会インタラクション 2 0 0 1  ぺス トぺーパ一賞 ( 2 0 0 1年 3月5日 )

のモデル ス リ ッ プ 第一研究室室長

受 賞 論 文 受 賞 者 所 属 内 容

ビデオ翻訳システム

一自動翻訳合成音声と_ 手 手 ' 1 1 , ぺ 、一 2 1 1 、, 1 '

緒方  信

中村  哲

ATR音声言語通信研究所

第一研究室

ATR音声言語通信研究所

従来よ り研究されてきた音声翻訳技術に

加え画像をも翻訳する日英双方向翻訳技

術を紹介する。  本手法は顔画像翻訳にお

いて 、  話者の表情を保つ為、 口領域以外

無意識の流れ

(Unconscious F low )

シン クの実現一

土佐尚子

ATR知能映像通信研究所

アー ト & テ ク ノ ロ ジー PT

客員研究員

森 島 繁 生  成111奚大学工学部助教授

本作品は2人の人間が対面した時、 表に

現れないコ ミ ュニケー ションの共鳴度を

心拍情報から、 興味度を身体距離から導

かれたイン夕ラ クテ ィブ共鳴度モデルに

よ り コ ン ピ ュ一夕で分析、表現する。

芸 術 と テ ク ノ ロ ジーの最高権威 ァルス
エ レ ク ト ロ ニ カ - フ ェ ス テ イ ノ 、・、ル、 イン
夕 ラ ク テ ィ ブ アー ト部門で名誉賞を受賞

l の部分には入フ;J動l期1家、を用い、 L l領;f11iiに

l は任意の話者に適合可能な3次元ワイヤ

l フ レームモデルを用い双方を合成するこ

とを試みた。

☆(財)電気通信普及財団第16回電気通信普及財団賞 (テレコムシステム技術賞) ( 2 0 0 1年 3月2 3日 )

受 賞 論 文

歩行感覚提示装置とそ

の応用に関する研究

(代表論文:Deve1opment
of Ground Surface

S imu lator for Te1-E-
Merge)

☆(社 )電子情報通信学会学術獎励賞 ( 2 0 0 1年 3月2 7目 )

受 賞 対 象 受 賞 者 所 属 内 容

高 速 度 ヵ メ ラ を 用 い た

顔面動作の分析
四倉達夫

人間の非言語的なコミュニケー シ ョ ン で

も っ と も主要ソー スとなる顔面表情に焦

点をあて、  表情表出プロセスを高速度ヵ

メラで搬影を行い、各器官の動きの定量

化を図る。  表情表出において意図的なコ

ン ト ロ ー ル を 与 え た も の ( 演 技 表 情 ) 、

そして何らかの情動喚起に伴い自発的に

現れたもの ( 自発表情 ) 、 計 2 種類の表

情を追う 。

ATR知能映像通信研究所

第一研究室研究員

受 賞 者

宮里  勉

野 間 春 生

所 属

ATR知能映像通信研究所
第五研究室室長

ATR知能映像通信研究所
第五研究室主任研究員

杉原俊l1 , l ATR知能映像通信研究所一 又 口  l 第五研究室研究員

内 容

距離を隔てた人物同士の体感の共有を支

援する"Te1-E-Merge 'を提案し、 実現の研
究を進めてきた。具体的装置として 、各

種の歩行感覚提示装置を試作した。 試作

装置は、  速隔歩行訓練や臨場感通信介護

等の分野への応用、 通信回線を介した体

感型ゲーム ・ ス ポー ツ中継や仮想観光等

の娯楽分野にも応用できる。
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平成 1 3年 1月 1  日 よ り 、  3月 3 1日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、 6ヵ月以上滞在の方のみ掲 i成 )

l l
H13.1.1 l(環)第四イ1月:究室研究員 l 内 田 津 更  l 拓 11直大学

H l 3. 1 . l 5 I Cli考t) 第一研究室研究員 I S.Bandyopadhyay l ィ ン ド
H13.3.1 l ( 言 )第三研究室研究員  l 大竹清敬  l 豊橋技術科学大学大学院

l _

H13.3.1 l ( 言 )第三研究室研究貝  ,R ingoWathe let  . オ ー ス ト ラ リ ア
Hl3.3.1 l ( 言 ) 第 四11lJf究室研究員 l 戸田 1','基 1 奈良先端科学技術大学院大学一 l ' l

採用年月日 AT R所属 氏 名 出 向 元 等

H13.1.1 (環)  第四イ1月:究室研究員 内田津更 拓f直大学
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Pohang University
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Verba lTek Inc .

NTT

関西大学

京都大学

立命館大学

日本大学

京都大学

ソ ニー

NHK

龍谷大学

千葉工業大学

国際科学振興財団

放送教育開発セン夕一

国際科学振興財団
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KDD I

愛知県立大学
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( 環 )第四研究室

( 環 )第三研究室

( 映 )第三研究室

(映 )第三研究室

( 国 ) 経営企画部開発室

( 国 ) 経営企画部開発室

( 言 ) 第::二研究室
( 人 ) 代表取締役社長

( 人 ) 第::二研究室

( 人 )第二研究室

( 人 ) 第 11lil1'究室
( 人 ) 第:::研究室
(人 )第五研究室

( 人 )第五研究室

(人 )第五研究室

( 人 )第六研究室

(人)感性月1ま1機能特別研究室

(人)感性月注1機能特別研究室

(人)感性月li1機能特別研究室

(人 )感性脳機能特別研究室

( 環 ) 第一研究室

( 環 )第三研究室

(国)  先端情報科学研究部

( 国 ) 総 務 部

( 映 ) 第::::研究室
( 映 )第四研究室

( 映 )第四研究室

(1央)第四研究室

( 映 ) 第四研究室

H13.3.31 l 千葉大学 l 複本美香  l ( 映 ) 第四研究室

一H13.3.31 I NHK  1 松 瀬 尚  1 ( 映 ) アー ト & テ ク ノ ロ ジー
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退職年月日 転 出 先 氏 名 A T R所属

( 言 )第三研究室

( 言 ) 企 画 課

( 環 ) 第一研究室

( 環 ) 第一研究室

( 環 )第二研究室

( 環 )第三研究室

( 環 )第四研究室

( 環 )第四研究室

H13.3.31

H13.3.31

H13.3.31

H13.3 .31

H13.3.31

H13.3.31

H13.3.31

H13 .3.31

イ ギ リ ス

N T T フ ァ シ リ テ ィ ー ズ

CRL

CRL

村田製作所

束芝

CRL

NTT

Andrew Finch

矢 森 卓

行田弘一

山崎達也

小松山奇彰

小補正大

大谷直毅

谷山秀昭
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A T R グループでは、  社内研究資料としてテクニカルレポー ト を作成し 、  有料で公開しております。

平成 1 2 年 1 1 月以降に公開 となった ものは以下の とお りです 。すでに公開済みとなっている ものにっ き ま しては下記

U R Lから参照できます。

http://www.atr.co.j p/journal/index.htm1

な お 、 テ ク ニ カ ル レ ポー ト に関するご質間ならびにご希望にっきましては、以下の各研究所連絡窓口へ直接お間い合

わせ願います。

今回、 新規公開となったものはございません。

富ATR知能映像通信研究所 T 619-0288

團ATR人間情報通信研究所 〒6 1 9-0288

N0 .

タ イ ト ル

Error Description of Projectively Reconstructed Point Sels

仮想 ・11界共同構築システムバーチャコぺッ ト

For a FormalFoundation of the Ant Programming Approach to CombinatoriaI Oplimizalion.
立体ディスプレイにおけるコマ収差による奥行きひずみ

X線マイクロビーム日本語デー タペー スハンドブック

奥行き運動観察時における重心動揺

mecsgui取扱説明書 (操作編)

mecsgui取扱説明書 (保守編)

Investlgations in Binocular Vision

Robustness of an Auditory-to-Articulatory Mapping for VowelProduction by lhe DIVA Modelto Subsequen1
Deve1opmentalChanges in VocalTract Dimensions

MRIに基づく声適形状の抽出と実体モデル作成

The ATR HIP Laboratories Minimum Error Classification System(MECS)for Speech Recognition

H-284
H-294
H-30l
H-302
H-303
H-304
H-306
H-307
H-308
H-309

H-310
H-311

E ATR環境適応通信研究所 -T 619-0288 京都府相楽郡精華町光台 :二「目2-2 電話 : ( 0774 )951501
E-mai1 : t_report@acr.atr.co.jp

N0 .

タ イ ト ル

適応的Qos制御のための主観動画品質評価実験
高次元アルゴリズムの原理と応用

マルチェー ジェントによる適応的Qos制御方式

AC-0048
AC-0049
AC-0050

團国際電気通信基礎技術研究所 -T 619-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0 774 ) 952641
E-mai l : isd-plan@isd.atr.co.j p

N0 .

タ イ ト ル

ブロー ドキャス トに関するネッ ト ヮ ー クの構造とその高速化IS-002

88029e一T一

一

所

所

所

究

究

所

所

究

研

研

究

究
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R

R
R
R
R

T

T
T
T
T

A

A
A
A
A

國
一
一題
一題
國
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一

京都府相楽郡精華町光台:二丁目2-2 電話 : ( 0 774 ) 951401
E-maiI : kikaku@mic.atr.co jp

京都府相楽部11'1 ''l'i町光台:二 J一目2-2 電語 : ( 0 7 74 ) 9 51162
E-ma11 : shoga l@ctr.atr.co.1p

京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0 7 7 4 ) 9 5 l 1 6 2
E-mai l : shogai@ctr.atr.co.j p
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外部発表状況 ,

平成1 2年 1 0月以降の学術論文  ・ 学会発表等一覧 ( ただし 、  一部前回掲載もれを含む )  にっい て は we b上に掲載して
おります 。内容にっいては下記 U R L か ら ご参照 く だ さい。

http://www.atr.co.jp/journal/index.html

おしらせ /'

ATR研究体制の変更について

A T Rは、  1986年の発足以来、 これまで政府の基盤技術研究促進センタ ー (KTC)  ぉょび多くの民間企業

からの出資に支えられて研究活動を行つてきました 。  このほど基盤技術研究促進セン夕一制度の見直しに

伴い、 A T Rの研究を支える制度が大きく変更とな ります。基盤技術研究促進セン夕一出資制度に基づく研

究開発支援は2 0 0 0年度を以て終結致します。それに代わり、 2 0 0 1年度からは通信 ・ 放送機構 ( T A 〇 ) の 中

に、基礎基盤研究支援のための研究委託制度が新設されることになりました。

こ れに伴い 、  ATR知能映像通信研究所にっいては2 0 0 1年度内に前倒しで終了とする予定です。  ATR環境

適応通信研究所およびAT R音声言語通信研究所にっいては 2 0 0 1 年度中にいったん打ち切 り終了 と し 、  通

信 ・ 放送機構の新研究委託制度に応募し研究受託を獲得するこ とによ り研究活動を継続するこ とをめざし

ます。 先端情報科学イ1111究部における研究活動にっいても通信 ・放送機構の新研究委託制度よ り研究受言t獲

得をめざします。  新研究委託制度の詳細は未だ策定されていないため、  具体的な運用形態にっいては今後

制度の具体化に合わせ順次決定していく予定です。

2 0 0 1年度は競争的研究資金獲得に基づく新生ATRの研究体制を再構築する第二の創業ともぃうべき重要

な時期とな り ます 。  新しい研究体制に移行後も、  これまで A T Rで蓄積してきた国際的に開かれた優れた研

究環境を引き継ぎ、  2 1世紀を拓く電気通信分野の基礎基盤研究を積極的に推進していきます。

現 制 度

新制度への移行
新制度(案)
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ATR研究発表会2001

開 催 平成 1 3 年 1 1 月 2 9 日 、 3 0 日午前 1 0 時 ̃午後 5時

場 所 弊社にて開催します

〔〒 6 l 9-0288京都府相楽那精華町光台;二丁目2番地2〕
間合先  事務局〔te1 (0774 )951159〕

また 、  1 0月から we bでご案内を行う予定です。

編集後記
今、  この編集後記を書きなが ら窓の外に目をやる と 、木々の新緑がまぶし く 、

外はすっかり春の色です。 一月余り前までの寒々とした風景がl i虚のようです。  し

かし 、  この華やかさも冬の寒さの中、  密やかに、  でも着々と春に向けての準備が

行われてきたから こそあるわけです 。

今号か ら A T R ジ ャ ーナルの誌面が変わりましたが、  こ れ も議論 と準備に数カ

月かけて き た結果です (「それでこれか」  と 言 わ れ る と っ ら い も の が あ り ま す が-- ) 。  今後は本誌の記事と we b上の記事の2本立てで誌面を構成していきます。
でもこれで終わりかと言えば、決してそ うではあ りません。一段落はしましたが、

今後も、  少しずっ、 でも時によっては大胆に誌面を改めてぃきたぃ と考えており

ます。 そのためにも読者の皆様のご意見、  ご感想が必要です。 編集部はご連絡を

お待ちしております。

(国際電気通信基礎技術研究所企画部 糸井)

ATR J o u r n a l第4 3号  2 0 0 1 年 5月 1日発行

e発行 ・ 編 集  株式会社 国際電気通信基礎技術研究所
〒6 1 9-0288
京都府相楽 1l l精華町光台二丁目2番地2

( 0 7 7 4 ) 9 5 l 1 1 1 ( 大代表 )

e製 作 学会セン夕一関西 (財団法人日本学会事務セン夕一大阪事務所 )

e定 価 8 0 0 円 ( 送料 ・ 消費税込み)

こ111整t 11フtをこ系f望望の方は、 (l li )  口本'f一会 11・if芳セン夕一o-pub1@bc l 、sJ o1 Jpへお中込み下 さ い。
木言t1記事の11nl-l i111中7 、、1i1.をi表1じます。
C2001  (株 )  国 除 ,・気通信基1,.造i文術11J1究所



ATR グループのご紹介

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

ATRグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をぃた

だき1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている3つの研究会

社(R&D会社)と、  既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている6つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の1oの株式
会社の総称です。

R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70%、  民間からの出資30%で構成されています。

国際電気通信基礎技術研究所はR&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに成果管理会社に

対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行つ

ています。

役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充予定です。皆様のァクセスをお待ちしてぉります。

ATR知能映像通信研究所 http://www.mlc.atr.co.jp
ATR音芦言語通信研究所 http://www.slt .atr .co.jp
ATR人間情報通信研究所 http://www.hip .atr.co.jp
ATR環境適応通信研究所 http://www.acr .atr .co.jp
特 許 と 成 果 物 http://results.atr,co.jp

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Journa1新規購読申込

口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr,co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトウェア名整理番号 :

送

付

先

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ カ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

TeI/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジ ャ ナ ル の こ゛購入希望、 送付先要:更等をお寄せ下さる場合には

●送付先変更以外については、 変更後の構1に必要事項をご記入導'更います

上記にこ'記入の上、 FAx 等でご送付下さし
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